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第４１号議案 

豊川市下水道条例の一部改正について 

豊川市下水道条例の一部を改正する条例を次のように定めるものとする。 

令和７年２月２０日提出 

豊川市長 竹 本 幸 夫 

 

 

豊川市下水道条例の一部を改正する条例 

豊川市下水道条例（昭和５５年豊川市条例第１６号）の一部を次のように改

正する。 

改正後 改正前 

（排水設備等の工事の実施） （排水設備等の工事の実施） 

第９条 排水設備等の工事（市長が定める軽

微な工事を除く。）は、愛知県下水道協会

に排水設備工事責任技術者として登録され

ている者を選任する業者として市長が定め

るところにより市長の指定を受けている者

（以下「指定工事店」という。）でなけれ

ば行ってはならない。 

第９条 排水設備等の工事（市長が定める軽

微な工事を除く。）は、愛知県下水道協会

に排水設備工事責任技術者として登録され

ている者が専属する業者として市長が定め

るところにより市長の指定を受けている者

（以下「指定工事店」という。）でなけれ

ば行ってはならない。 

第12条 次に定める基準に適合しない水質の

下水（水洗便所から排除される汚水及び法

第12条の２第１項又は第５項の規定により

公共下水道に排除してはならないこととさ

れるものを除く。）を継続して排除して公

共下水道を使用する者は、除害施設を設け

てこれをしなければならない。 

第12条 次に定める基準に適合しない水質の

下水（水洗便所から排除される汚水及び法

第12条の２第１項又は第５項の規定により

公共下水道に排除してはならないこととさ

れるものを除く。）を継続して排除して公

共下水道を使用する者は、除害施設を設け

てこれをしなければならない。 

(１)～(８) (略) (１)～(８) (略) 

(９) 前各号に掲げる物質又は項目以外の

物質又は項目で、条例により当該公共下

水道（当該公共下水道が法第６条第４号

に規定する流域関連公共下水道である場

合には、当該公共下水道が接続する流域

下水道）からの放流水に関する排水基準

が定められたもの（第４号に掲げる項目

に類似する項目及び大腸菌数 を除く。

） 当該排水基準に係る数値 

(９) 前各号に掲げる物質又は項目以外の

物質又は項目で、条例により当該公共下

水道（当該公共下水道が法第６条第４号

に規定する流域関連公共下水道である場

合には、当該公共下水道が接続する流域

下水道）からの放流水に関する排水基準

が定められたもの（第４号に掲げる項目

に類似する項目及び大腸菌群数を除く。

） 当該排水基準に係る数値 

２ (略) ２ (略) 
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附 則 

この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

     理 由 

 この案を提出するのは、国におけるアナログ規制の見直しを踏まえ指定工事

店に対する排水設備工事責任技術者の専属規制を緩和するとともに、下水道法

施行令の一部改正に伴い公共下水道からの放流水に関する排水基準に係る指標

を見直す必要があるからである。 


